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ヤオコーは㈱日立製作所（以下、日立）および
オプティマムアーキテクト (同)（以下、オプ

ティマムアーキテクト）との協創を通じて、AI に
よる需要予測に基づく自動発注システムを導入し、
2022 年 11 月からヤオコー全 182 店舗で稼働を開
始している。

同社は今回、同システムの実証実験の結果として、
1 日の発注業務に要していた時間を約 3 時間から約
25 分へと約 85%短縮できたこと、および在庫を約
15％削減できたという高い精度を確認し、発注業
務の大幅な効率化を実現した。 

同システムは、総合スーパーや大手小売店など
に豊富な納入実績がある日立の Lumada ソリュー
シ ョ ン「Hitachi Digital Solution for Retail ／ 需 要
予測型自動発注サービス」をベースに構築してお
り、オプティマムアーキテクトの Category Profit 
Management（以下、CPM）をコア技術として活用
している。

ヤオコーが従来採用していた自動発注システム

ヤオコー「需要予測に基づく自動発
注システムを全店で稼働」

～ 発注時間約 85％短縮、在庫約 15％削減 ～
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は、イレギュラーな需要変動や棚割システムには
対応できず、熟練担当者が一定の時間をかけて発
注業務を実施していた。一方、本システムは、AI
による需要予測に基づいて発注推奨数を提示する
もので、ヤオコー店舗のグロサリー部門での自動
化率は従来システムの約 65%から約 98%に向上し、
発注業務の負担を低減することが可能となった。
また、店舗ごとの棚割システムと連係させること
により、特売や商品入替も考慮した発注量を提示
できるため、在庫および納品量の削減と適正化を
実現。これにより、店舗での品出し作業が軽減さ
れるなど、売場における業務効率化にも貢献して
いる。

■同システム導入の背景

消費者ニーズが多様化する一方、生産年齢人口の
減少に伴う労働力不足が課題となっている近年、国
内の小売業にとっては需要変化への即応と在庫の適
正化を両・・・続きは正規版いお申し込みください。
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2023 年 2 月 21 日 
株式会社ヤオコー 

株式会社日立製作所 
オプティマムアーキテクト合同会社 

 
ヤオコーが、日立、オプティマムアーキテクトとの協創により、 
需要予測に基づく自動発注システムを全店で稼働 
発注時間を約 85%短縮、在庫を約 15％削減の高い精度を確認 

 

本システムの概要図 
 

スーパーマーケット事業を展開する株式会社ヤオコー(以下、ヤオコー)は、株式会社日立製作所(以下、日立) 
およびオプティマムアーキテクト合同会社(以下、オプティマムアーキテクト)との協創を通じて、AI による需要予測に
基づく自動発注システム(以下、本システム)を導入し、2022 年 11 月から全 182 店舗*1で稼働を開始していま
す。ヤオコーではこのたび、本システムの導入後の効果として、発注業務に要していた時間を約 3 時間から約 25
分と約 85%短縮*2できたこと、および在庫を約 15％削減*2できたという高い精度を確認し、発注業務の大幅な
効率化を実現しました。 
本システムは、総合スーパーや大手小売店などに豊富な納入実績がある日立の Lumada*3 ソリューション

「Hitachi Digital Solution for Retail/需要予測型自動発注サービス(以下、本サービス)」をベースに構築してお
り、オプティマムアーキテクトの Category Profit Management*4 (以下、CPM)をコア技術として活用しています。
ヤオコーが従来採用していた自動発注システムは、イレギュラーな需要変動や棚割システムには対応しておらず、
熟練担当者が一定の時間をかけて発注業務を行っていました。一方で本システムは、AI による需要予測に基づ
いて発注推奨数を提示するもので、ヤオコーでの自動化率は従来システムの約 65%から約 98%に向上*5 し、発
注業務の負担を低減することが可能となりました。また、店舗ごとの棚割システムと連係させることにより、特売や
商品入替も考慮した発注量を提示できるため、在庫および納品量の削減と適正化を実現しました。これにより、
店舗での品出し作業が軽減されるなど、売場における業務効率化にも貢献しています。 

ヤオコー店舗内で、本システムによる 
販売予測数、発注勧告数を 

確認する様子 
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ヤオコーは 2023 年 2 月 13 日（月）、埼玉県草加市に「ヤオコー草加物流センター」を開設した。
同物流センターの開設は、同社の第 10 次中期経営計画のメインテーマ「2 割強い店づくりの実現」を

具現化するインフラ整備として、既存の物流センターに加えて同物流センターを新設し、今後の店舗展開に対
応可能な物流体制を構築するもの。同時に、同センターは、初となる自社 WMS（倉庫管理システム）、GTP（Goods 
To Person）シャトルと順立てシャトルを導入し、物流の効率化を図る。

ヤオコー「ヤオコー草加センター」開設

             
 

 

News Release 

 

【外 観（プロロジスパーク草加全体）】 

 
 

【草加センター稼働後の物流センター配置図】 

 

 

以  上 

名 称　ヤオコー草加物流センター（プロロジスパーク草加内）
所 在 地　埼玉県草加市柿木町字宝 1352-2 〒 340-0001
電 話　048-954-6057 （代表）

施 設

　（プロロジスパーク草加）
　敷地面積 ： 約 68,631.07㎡（約 20,760.89 坪）
　延床面積 ： 約 151,747.88㎡（約 45,903.73 坪）
　（ヤオコー賃貸面積 1 階部分）
　　　　　　  32,608.35㎡（約 9,881.32 坪）

建 物 構 造　地上 4 階建 柱 RC ＋梁 S 造（免震構造）
運 営 配 送　アサヒロジスティクス㈱
取 扱 業 務　グロッサリー・チルド商品の仕分け・配送、各種付帯業務

機 能

グロッサリーセンター チルドセンター
　在庫型（一般食品、酒類） 　通過型（生鮮、日配、デリカ）
　通過型（住居、菓子）
　ワイン定温管理

稼 働 日　2023 年 6 月予定 　2023 年 2 月 13 日

配 送 店 舗 数
　稼働時約 30 店舗 　稼働時約 30 店舗
　（順次約 40 店舗まで拡大） 　（順次約 40 店舗まで拡大）

■ヤオコー草加物流センター　概要

             
 

 

News Release 

 

【外 観（プロロジスパーク草加全体）】 

 
 

【草加センター稼働後の物流センター配置図】 

 

 

以  上 

■草加物流センター稼働後の物流センター配置図

【チルドセンター配置】 【グロッサリーセンター配置】

【外 観（プロロジスパーク草加全体）】
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Food Navigation 年間利用会員様 募集のご案内

株式会社フードナビゲーションジャパン　　　担当　：　小池  宛

惣菜売場でのポイントは弁当。弁当類は平
台で展開され、弁当の盛り付けに特に力

を入れているという。百貨店の商品の盛り付け
を目指し、ボリュームを出しつつ、豪華に見得

るように、品
目や色合いな
ども工夫され
ている。

「あゆの塩焼」

「アジフライ」

米　飯

温惣菜

「赤魚の粕漬け弁当」

「季節の彩りはづき弁当」
「季節の味覚御膳」

「豚肉アスパラチーズ巻弁当」

「厚切り鮭弁当」

惣　菜

■ 3.11 以降の変化

　東北エリアを見ていると、3.11 大震災以降の購買
行動が変わってきたように見える。一つは高齢化、年
金、社会保障に関する不安から、1 円でも安くという
節約志向にある。もう一方では、同じ買い物をするの
であれば、商品を吟味して安全・安心など、価値のあ
るものを買うというニーズが一段と高まっており、大
きく二極化してきたといえる。どっちつかずの商品や
サービスは消え行く傾向にあるようだ。自分達のター
ゲットとコンセプトを明確にし、お客様を創造してい
く時代になってきたといえる。さらに、3 つ目に東北
の数字を見ていると、ハレの日のイベントの数字が伸
びていることが分かる。当社でも節分は前年比 120％
であった。普段は節約していても、イベント時は家族
団欒や絆の考え方から、故郷を大事にしようという傾
向が出てきている。
　ベニマルの店舗でもエリア毎で経営環境が全く異
なっている。茨城、栃木、山形など震災の影響が比較
的少なかったエリアでは、経営状況が比較的に厳しい
というのが実態ではなかろうか。それは昨年の備蓄的
買物行動の有無などが影響している。また、震災復興
の補助金や雇用などの影響もエリア毎に違い、これら
の環境の違いが経営状況にも顕著に表れてきている。

■ CVS は好調

　CVS は極めて好調のようだ。「開いてて良かった
…」という時代から変化し、近年では SM 的な機能
を充実させてきている。以前は SM との価格差が
あったが、プライベートブランド（PB）商品の導
入など、最近は差が無くなってきているのが現状。
セブン＆アイグループでは、セブンイレブンがグ
ループの 8 割も利益を出している状況であり、さ
らにグループをけん引していって欲しい。また、我々

も好調なセブンイレブンのマネジメント力などを
もっと学ぶべきであると思っている。

■セブンプレミアム商品について

　セブンプレミアム商品の開発には、明確な目標や
志、コンセプトが必要。これからはカテゴリー毎に
“ コア ” 商品を作らなくては生き残れない。セブン
プレミアムシリーズに関してはリピーターが増えて
おり、特にゴールドシリーズに関しては、月を追う
ごとに増えている。価格は安くはないが支持は高い。
大事なのはベーシックな商品でリピーターをしっか
り作っていくこと。珍しいものを作るより、基本の
商品で多くの支持を集めていくことが大切。

■ SM にとっての PB

　我々の商売の最大のプライベートブランドは野菜
であり、鮮魚であり、精肉であり、デリカテッセン
である。そこにデイリーや加食、セブンプレミアム
セブンプレミアム商品の開発には、明確な目標や志、
コンセプトが必要。これからはカテゴリー毎に “ コ
ア ” 商品を作らなくては生き残れない。セブンプレ
ミアムシリーズに関してはリピーターが増えてお
り、特にゴールドシリーズに関しては、月を追うご
とに増えている。価格は安くはないが支持は高い。
大事なのはベーシックな商品でリピーターをしっか
り作っていくこと。珍しいものを作るより、基本の
商品で多くの支持を集めていくことが大切。
　東北エリアを見ていると、3.11 大震災以降の購買
行動が変わってきたように見える。一つは高齢化、年
金、社会保障に関する不安から、1 円でも安くという
節約志向にある。もう一方では、同じ買い物をするの
であれば、商品を吟味して安全

ヨークベニマル矢野目店オープン当日、㈱

ヨークベニマルの大髙善興社長（代表取

締役社長 兼 COO、セブン＆アイ HLD. 取締役）

は震災後 � 年の東北エリア、自社について次

のようにコメントした。
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◀▲上記記事は過去
掲載記事例です。

申込日：　　　年　　月　　日（　　　年　　月より利用開始）

■『Food Navigation』とは・・・
　スーパーマーケットの新店をはじめ、コンビニや一部外食など、惣菜を中心に生鮮部門などもレポートする Web
　閲覧媒体です。特に惣菜においては、各バイヤーのコメントなど鮮度感のある情報を提供しております。
■年間サービス利用料金
　年間サービス利用料：９０，９００円＋税（税込 99,990 円）　※こちらは小売業様価格となります。
■ご利用にあたって
　※当サービス利用申込企業様は当サービス「利用規約」を承諾したものとします。
　※当サービスでは、会員様が安全にご利用頂けるよう暗号化ファイル（FinalCode システム）での提供をしてお
　　ります。FinalCode の動作環境としては、OS は Windows8.1 以降、Web ブラウザーは Internet Explorer 11、 
　　Microsoft Edge（JavaScript 使用／ Cookie 使用）となっております。
　※また、当サービスは契約企業内のみでの利用となっており、営業手段としての利用は禁止しております。
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